
人口 と 世 帯(11 月1日現在)

○人 口　464,319 人　 （＋3∠16）

Ｏ　男　236,210 人　 （＋135 ）

○　女　228,109 人　 （＋2 竹）

○世 帯　173,379 世 帯（＋261 ）
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12月９日は障害者の日

障
害
者
に
や
さ
し
い
社
会
は

だ
れ
に
も
や
さ
し
い
社
会
な
ん
で
す
よ
ね
。

障害者団体の仲間と談笑 する磯山さんと三代子夫人（左から ２人目 ・３人目）
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で
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の
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に
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、

そ
れ

ま
で

見
え

な

か

っ

た

世
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気

付
き

ま

し

た

。
だ

か

ら
こ

そ

少

し
で

も

人

の

役
に

立

つ
こ

と

の

喜

び

も

知

っ

た

ん
で

す

」
新市議会議員48人誕生

投票率は44 ．83％

六
年
前
に
定
年
退
職
し
て
か

、
　

障
害

者
団
体
の
世
話
役
な
ど
も
積
極
的
に
引
き
受

け
、
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
改
め

て

取
り
直
し
た
と
い
う
車
の

免
許
も
、
磯
山

さ
ん
の
活
動
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

「
障
害
者
も
ど
ん
ど
ん
外
に
出
て
、
い
ろ

ん
な
人
と
交
流
す
べ
き
だ
」
と
磯
山
さ
ん
は

言
い
ま
す
。
「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
そ
の
人

の
世
界
を
広
げ
、
豊
か
に
す
る
ぽ
か
り
で
な

く
、
周
り
の
人
の

障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
」
と
。

こ

れ
は

磯
山
さ
ん
自
身
に
と
っ
て
、
い
ろ

ん
な
大
と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い

が
何
よ
り

楽
し
く
、
気
持
ち
の
支
え
と
な
っ
て
い
て

、

さ
ら
に
、
障
害
の
内
容
の
違
う
人
へ
の
理
解

に
つ

な
か
っ
て
い

る
か
ら
で

す
。

磯
山
さ
ん
は
、
リ
ハ
ビ
リ
に
も
な
る
こ
と

か
ら
、
車
い
す
は
な
る
べ
く
使
わ
ず
、
松
葉

づ
え
で

街
に
出
ま
す
。

「
街
に
出
て
み
る
と
段
差
が
多
い
で
す
ね
。

で
も
少
し

ず
つ

段
差
を
な
く
す
取
り
組
み

が

進
ん
で

き
て
い
て

う
れ
し
い
こ
と
で
す
」

磯
山
さ
ん
が
今
最
も
関
心
が
あ
る
の
は
、

障
害
者
の
雇
用
問
題
。「
障
害
者
の
雇
用
が
進

ん
だ
り
、
福
祉
作
業
所
の
内
容
が
充
実
し
て
、

障
害
者
が
自
立
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
困
っ
た
と
き
に
は
、
自
然
に
手
を
貸
し

て
も
ら
え
る
、
そ
ん
な

社
会
に
な
る
と
い
い

で
す
ね
。
障
害
者
に
や
さ
し
い
社
会
は
だ
れ

に
も
や
さ
し
い
社
会
な
ん
で
す
よ
ね
」

市議会議員選挙が、11 月13 日に行われました。

当日の有権者数は、348,002 人で、このうち投票

者数は156,021 人、投票率は、44.83 ％でした。

開票は、同日午後７時30 分から運動公園体育館

で、たくさんの市民が兄守る中で行われ、48 人の

新議員が誕生しました。

新議員は、２ページでご紹 介しています。

茴選挙管理委員会事務局

性別 当日有権者数 投票者数 投　票　率

男 1/6,461人 72,308人 40.98％

女 171,541人 83,713人 48.80％

計 348,002人 156,021人 44.83％

わたしの夢主な内容

町田　 興介くん

生物学者になり 生き 物を観察する興介く ん

ぼくは大きくなつたら生物学者になり

たいです。いろんな所で、生き物の生活

を見たり、植物のかんさつをしたり、ま

だ、なぞにつつまれている生き物のくら

しを調べてみたい。また、絶めつに追い

こまれた生き物を助けたい。

・新市議会議員を紹介します……２

・松戸市の職員給与等の公表…… ３

・七草マラソン大会参加者募集… ４

・下水道事業受益者負担金

新対象地域の説明会……… ５

・情報チャンネル……………６～ ７

・一中合唱部、全日本合唱

コンクールで銀賞…… ８

・東電松戸営業所が移転………… ８

(新松戸北小学校４年)

(
)
は
前
月
比



私たち市民の代表

新市議会議員を紹介します

11月13日に行われた選挙の結果、新し

い市議会議員が決まりました。

私たち市民の代表として、重要な役割

を担う48人の皆さんを紹介します。

掲載順序は右上から縦に50音順、年齢

は投票日現在、所属党派は立候補届け出

によるものです。　　　　　（敬称略）
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松戸市の職員給与等についてお知らせします
市民の皆さんに松戸市の一般職および特別職の給与等について理解していただくため、その概要をお知らせします。　固人事課給与係

調 整 手 当

（ ６年 ４月 １日

現在）

支給対象地域 全　地　域

支給率 10％

支給対象職員数 3,301人

国の制度（支給率） ３％

支給対象職員１人当 たり 平均支給年額（ ５年度決算） 372,038円

特殊勤務手当

（ ５年 度）

区　　　　 分 全　 職　 種

職員 全体に占める手当 支給職員の割合 43.Z％
支給対象職員１人当たり平 均支給年額 54,057円

手 当の種類（手当 数） 29種類

代表的な手当の名 称

支給額の多 い手当
技術研究 調査手当、し 尿 ・ゴミ 等
収集処理手当 、自 動車運転手当 、

特殊現場 勤務手当

多く の職員に支給
されている手当

保育手当､危険作業手当､技術研究

調査手当､ 税務手当､ 救急出動手当

時間外勤務手当

５年度
支　　給　　 総　　 額 1,146,853干円

職員１人当たり支給年額 403千円

４年度
支　　綰　　 総　　 額 1,108,336千円

職員１人当たり支給年額 400千円

区分 内　　　　 容
国の制度
との異同 国の制度と 異なる内容

扶養

手当

配偶者　　　　　　　　　　　16､000 円
配偶者以外の扶養親族のうち２人　5,500 円
配偶者なしの扶養親族のうち１人11,000 円
その他の扶養親族　　　　　　　2,000 円
16歳～22歳までの１人につき加算する額1,000 円

同じ

住居

手当

借家・借問居住者

8,500円を超え17,000円以下の家賃支払者

家賃－8,500円

IZ,000円を超える家賃支払者

(家賃一見000 円) ×１／２十8,500円

≦27,〔}00円

持家居住者9,000 円

その他の者2,000 円

異なる

国の場合

借家・借間居住者

12､000円を超え23,000円以下の家賃支払者

家賃－12,000円

23,000円を超える家賃支払者

(家賃－23,〔}00円) ×１／２十代000 円

≦27,000円

持家居住者

新築・購入後５年間2,500 円

その他の者　　　　1,000 円

通勤

手当

40,000円以下の運賃……運賃の全額

40､000円を超える運貨
（運賃－40,000円）×１／２十40,000円

≦45,000円

同じ

(平成６年 ４月１日現在)

区　 分 報　 酬　 等　 月　 額 期　 末　 手　 当

市　　　長

助　　　役

収　入　役

1,050,000円

860,000円以内

Z60,000円以内

（ ５年度支給割合）

６月期　2.2 月分　’

12月期　2.6 月分

３月期　0.5 月分

計　　5.3 月分

議　　　 長

副　 議　 長

議　　　 員

ｱ20,000円

660,000円　　　　　　 .

590,000円

■ 定 員 の 状 況

●部門別職員数の状 況（平 成６年 ４月１日現在 ）

区　　　 分 職　　　員　　　数 対　前　年　増　減　数
部　　　　門 平成４年 平成５年 平成６年 平成４年 平成５年 平成６年
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特別行
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職員数は一般職に属する職員数であり、 地方公務員の身分を保有する休職者、 派遣職 員な

どを含み、臨時又は非常勤職員 を除いてい ます(教育職員の人数には､教育長が含 まれてい

ます)。

部　　　門 増員数 減員数 差　引 主　な　増　減　理　由
一般行
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国勢調査の実施準備等

税収納業務の充実
福祉公社の設立等

組織の統合等

公営企業等会計部門への振り 替え

再開発事業の終了等

特別行

政部門

教　　　 育
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中学校給食の充実等
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０
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０
０

０
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福祉医療センター東松戸病院の開設

一般行政部門がらの振り 替え

■ 人件 費の 状況 （ 普通 会計決 算）

区　分
住民基本台帳

人口（年度末 ）
歳出額　Ａ 実質収支 人件費　Ｂ

人件費率

(Ｂ／Ａ)

(参考)

４年度の人件費率

５年度
（6.3.31 ）

454,832人

千円
118,972,96Z

千円
3,949,676

干円
26,357,0句

％

22.2

％

21.4

人件費には、給料、報酬、諸手当、共済費等が含 まれます。

区　分 職員数Ａ
給　　与　　費 １人当たり

給与費
(Ｂ／Ａ)

職員1 人当たりの住民数

給　料 職員手当 期末勤勉手当 計Ｂ 松戸市 県内市分平均

６年度
(6.4.1)
3,311人

干円
12,569,510

千円
4､122,180

干円
6,640,979

千円
23,332,669

千円

7,047

人

137.4

人

1ワ.3

１。この「職 員手当」 には、管理職手当、扶養手当、調整手当、住居手当、迦勤手当、特殊

勤務手当、時間外勤務手当等が含 まれ児童手当、退職手当を除いたものです。

２．職員１人当 たりの住民数は、職員が少なけ れば少ないば ど数値が高くなります。松戸市

は、他市に比べ少ない職員数で市の仕事を遂行してい ます。

区 分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料 平均年齢 平均給料 平均年齢

松戸市 317,513円 39歳８月 289,060円 48歳３月

国 291,258円 38歳フ月 268,502円 47歳８月

１。一般行政職 とは、税務職、医療職、消防職、教育職、 企業職、技能労務職等を除いた職

員をいいます。

２．技能労務職 とは√自動車運転手。守衛、業務員、用務 員、給 食調理員等をいいます。

■職員の初任給の状況（平成６年４月１日現在）

区　　分
松　戸　市 国

初　任　給 採用2 年経過日の給料額 初　任　給 採用2年経過日の給料額

一般行政職
大学卒 178,400円 191,400円

Ｉ種179,200円 191,400円

II種164,900円 176,600円

高校卒 144,200円 158,300円 134,900円 144,200円

区　　 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一 般行政職
大学卒 255,644円 305,983円 356,126円

高校卒 222,995円 279,298円 313,969円

技 能 労 務 職 189,353円 217,819円 252,164円

経験年 数とは、学校卒業後直ちに市に採用され引き続き勤務してい る場合には採用後の年 数

をいい、採用前に就業歴等のある場合には、 その期間を換算し採用後の年数に加算した年 数

をいいます。

■一般行政職の級別職員数の状況（平成 ６年 ４月 １日 現在 ）

級

区分
９級 ８級 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

標準的な職務内容 局長 部長 課長 補佐 主幹 係長
主任
主事

主事
技師

事務員
技術員

職　員　数 ３人 25人 134人 97人 298人 388人 552人 480人 60人 2,037人

構　成　比 0.1％ 1.2％ 6.6％ 4.8％ 惘.6％ 19.1％ 27.1％ 23.6％ 2.9％ 100％

参

考

１年前の
構成比

0.1％ 1.2％ 6.0％ 3.4％ 13.0％ 15.9％ 30.9％ 25.3％ 4.2％ 100％

５年前の
構成比

1.3％ 6.3％ 3.3％ 8.6％ 10.8％ 33.5％ 32.3％ 3.9％ 100％

１。給与条例に基づ く給料表の級区分による職員数です。

２．標準的 な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的 な職名です

■昇給期間短縮の状況

区　　　分 合　　 計 一般行政職 技能労務職

５年度

職　員　数　　　　 （Ａ） 2,566人 2,025人 5剖人

普通昇給期間（12～24月）を短 縮し て昇給し た職員数 （Ｂ ）
ZO人 51人 19人

比　率　　 （Ｂ）／（Ａ） 2.7％ 2.5％ 3.5％

４年度

職　員　数　　　　 （Ａ） 2,548人 2,009人 539人

普通昇 給期間（12～24月）を
短縮して昇給した職員数（Ｂ）

77人 51人 26人

比　率　　 （Ｂ）／（Ａ） 3.0％ 2.5％ 4.8％

■職員手当の状況
区　 分 松　 戸　 市 国

期末手当

勤勉手当

（ ５年 度支給割合）

期末手当　 勤 勉手当

６月期　　1.6 月分　　0.6 月分
12月期　　2.0 月 分　　0.6 月分

３月期　　0.5 月分　 一 月分

計　　　4.1 月分　　1.2 月分

職制上の段階､職務の級等による加算措置…有

（ ５年度支給 割合）

期 末手当　 勤勉手当

６月期　　1.6 月分　　0.6 月分
12月期　　2.0 月分　　0.6 月分

３月期　　0.5 月分　 一 月分

計　　　 ∠凵 月分　　1.2 月分
職制上の段階､ 職務の級等による加算措置…鞋

退職手当

支給率（ ６年度）自己 都合　　 勧奨 ・定年

勤続20年　　　21.0 月分　34.65 月分

勤続25年　　　33.Z5 月分　44.55 月分
勤続35年　　　47.5 月分　62.7 月分

最高限度額　　　60.0 月分　62.7 月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（2 ％～20％加算）

退職時特別昇給
勤続20年以上　 １号 俸又は２号俸

支給率（ ６年 度）自己都合　　 勧奨 一定年

勤続20年　　　21.0 月分　28.875 月分

勤 続25年　　　33. 乃月分　44.55 月分
勤 続35年　　　4Z.5 月分　62.7　 月分

最 高限度額　　　60.0 月分　62.7　 月分

そ の他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2 ％～20％加算）

退 職時 特別昇 給　 １号俸

１人当たり平 均支給額（ ５年度）

自 己都合　　　 推奨・定年

3,428干円　　　16,452 千 円

松戸市の自己都合の最高限度額については、45年間勤続した率です

●平成 ６年の 職員 数の増減状況

■職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成６年４月１日現在）

■職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成６年４月１日現在）

■一般職員給与費の状況（普通会計当初予算）
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市 営 住 宅

空き家入居

者　募　集

募
集
住
宅
小
金
原

ペ
ア

向
け
住

宅
（
２
Ｄ
Ｋ
の
第
一
種
住
宅
と
1

Ｋ
の
老
人
住
宅
の
ペ
ア
）
　
一
戸

入
居
資
格
①
平
成
５
年
1
2月
1
7

日
以
前
に

住
民
登
録
を
し
、
現
在

も
市
内
に

居
住
し
て

い
る
、
ま
た

は
同
日
以

前
か
ら
市
内
の
一
定
の

勤
務
場
所
に
勤
務
し
て
い
る
②
二

人
以
上
で

居
住
し
、
ほ
か
に

曽
祖

父
母
お
よ

び
二
親
等
内
で

六
十
歳

以
上
の

高
齢
者
が
い

る
③
現
に
住

宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら

か
な
人

１

月
８
日
㈲
午
前
９

時
開
会
式

会
場
運
動
公
園

圃
1
2月
2
0日
㈹
ま
で
に

、
所
定
の

用
紙
に
種
目
・
氏
名
・
住
所
・
勤

務
先
（
学
校

名
）
・
生
年
月
日
を
記

入
し
、
費
用
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ

課
（
運
動
公
園
内
）ま
た
は
、
小
金

原
体
育
館
・
常
盤
平

体
育
館
の
各

※
収
入

基
準
が
あ
り
ま
す
。

申
込
用
紙
の
配
布
1
2月
５
日
㈲

～
1
6日

廁
、
午
前
９
時
～
午
後
５

時
の
間
に

呈

・
日

曜
日
を
除
く
）
、

住
宅
課
で
配
布

圃
1
2月
1
2日
㈲
～
1
6日
廊
、
午
前

９
時
～
午
後
５
時
の

間
に
住
宅
課

で
受
け
付
け

黷
住
宅
課
公
営
住
宅
係

窓
口
へ

※
当
日
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。

中
学
生
の
申
し
込
み
は
、
ス

ポ

ー
ツ

課
で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

大
会
当
日
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

黷
ス
ポ
ー
ツ
課

｀
6
3－

9
2
4
1

番

松 戸特 産の

ネ　 ギ　 を

贈りませんか

価格(送料別) 申し込み

矢切ネギ

泥ネギ葉つ

き7咄入り
2,000円

松戸市農協・経済センター

さ41－5151番または同農協各支店
へ（土・日曜日を除く）

あじさい

ネギ

(葉ネギ)

葉ネギ1.5kg
入り

1,3GO円

千葉小金農協
昔42－10Z9番(土･日曜日を除く)

申込期限…12月15日困まで

引き渡し・発送･･･12月20日(火は で

老人福祉センター

のクラブ 会員を

募 集 し ま す平成７年度看護学生募集

市

内

五
ヵ

所

の

老
人

福

祉

セ
ン

タ

ー
で

は

、

さ
ま

ざ
ま

な
お

年

寄

り
の

ク

ラ

ブ
（
ゆ

う

ゆ
う

ク

ラ

ブ
）

が
活

動

中
で

す
。

今
回
は
、
矢
切
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
ク
ラ

ブ
活
動
会
員
を
募
集

し
ま
す
（
左
表
参
照
）
。
新
し
い
出

会
い
を
求
め
て
、
何
か

始
め
て
み

会 場　矢 切 老人 福祉 センタ ー

クラブ名 募集人員 活　動　日 時　　間

女性囲碁

各5 人

第２・４火曜日
午前10時～正午．

民　　踊 午前10時～午後３時

俳　　句 第２・４水曜日 午後1 時～３時

社交ダンス 第１ ・３ ・４土曜日 午前10時～正午

将　　棋 毎日( 月曜日を除く) 午後1 時～４時

会場　 稔 台市民 セン タ ー

クラブ名 募集人員 活　動　日 時　　間

茶道(表千家) ３人 第１・２・３水曜日 午後1 時～５時

①

看

護

科

三

年

課

程

出

願
期

間
１

月

］１１
日
困

～
1
8
日

困

の

午
前
９

時
～

正

午
と

午
後
１

時

～
４

時

（
土

・

日

曜
日

・
祝

日

を

除

く
）
　
　
試

験
日

一

次
試

験

＝

１

月
2
9
日

㈲

・
二

次

試

験
＝

１

月

3
1日

㈹
　

受

験

資
格

大

学
受

験
の

資

格

が
あ

る
人
　

定

員
四

十

人

②

准

看

護

科

出
願

期

間
１

月
2
0
日
窗

～
2
7
日

て
は
い
か

が
で

す
か
。

対
象
市
内
在
住
の
六
十
歳
以
上

の
人
　

費
用
無
料
（
一

部
教
材
費

等
実
費
）

匣麗話で矢切老人福祉センター昔朏刪508番へ

会場　 野 菊野敬 老 ホー ム

クラブ名 募集人員 活　動　日 時　　間

書　　道

各５人

第１ ・２ ・４ 火曜日

午前10時～正午華　　道 第１ ・３ ・４水 曜日

詩　　吟 第１ ・３ ・４ 木曜日

民　　踊 第1 ・2 土曜日 午後1 時～３時

手　　芸 第２・４土曜日 午前10時～正午

齏

の

午
前

９

時
～

正

午

と

午

後
１

時

～
４

時
〔
土

・
日

曜

日

を

除
く

〕

試

験

日
一

次

試
験

９

２

月
1
1
1
1

一
日

倪

・

二

次

試
験

＝

２

月
1
4
日

内

受

験
資

格

高

等
学

校

受

験
の

資

格

が

あ

る

人

定

員

四

十
人

※
入

学
願

書

（

有
料

）

を
配

布

中

熈

市

立

病
院

附

属

看
護

専

門

学
校

｛
1
6
7－
4
4
4
4

番

圃 活動日に 直接または電話で 加藤fi 膕－0123 番へ

平
成
７
・
８

年
度
物
品

買
い

入

れ
等

指
名
競
争
入
札

参
加

希
望
者
の
受

け
付
け

期
間
１
月
1
0㈹
～
3
1日

収
（
土

・
日

曜
日
・
休
日
を
除
く
）

時
間
午
前
８

時
3
0分
～

午
後
４

時
3
0分

場

所
市
役
所
管
財
課
・
清
掃
部

管
理
課
・
教
育
委
員
会
財
務
課
・
’

水
道
部
庶
務
課
・
消
防
局
総
務
課
・

市
立
病
院
管
財
課

内
容
①
市
が
発
注
す
る
備
品
・

消
耗
品
・
印
刷
物
件
等
を
納
入
で

き
る
業
者
②
委
託
業
務
を
受
注
で

き
る
業
者

申
請
書
市
役
所
の
地
下
売
店
で

販
売

※
隔
年
で
受
け
付
け
を
し
て
い

ま

す
の
で

、
資
格
は
二

年
間
有
効

で
す
。
従
っ
て
平
成
８

年
度
の

書
類
提
出
は
不
要
で
す
。
た
だ

し
、
申
請
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
そ
の
都
度
変
更
届

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

蠢
管
財
課
用
度
係

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

今
回
は
、
義
歯
の

種
類
と
そ

の
特
徴
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。ま

ず
、
固
定
式
の
義
歯
、
ブ

リ

ッ
ジ
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
名
の
と
お
り
、

残

っ
て
い

る
歯
を
使
っ
て
橋
渡

し
を
す
る
も
の
で

、
セ
メ
ン
ト

な
ど
で

付
け
て
し
ま
う
た
め
取

り
外
し
せ
ず
に
済
み

、
比
較
的

自
分
の
歯
と
同
じ
よ
う
な
噛
み

心
地
が
得
ら
れ
ま
す
。
最
近
は

健
康
な
歯
を
あ
ま
り
削
ら
ず
に

接
着
す
る
タ
イ
プ
の
も
の
も
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
ま
り
大

き
な
欠
計
に
は
適
用
で
き
な
い

こ
と
が
多
い
と
い
う
欠
点
が
あ

り
ま
す
。

次
に

、
い
わ
ゆ
る
取
り
外
し

式
の
入

れ
歯
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
一
本
の
欠
損
か
ら
総
入

れ
歯
ま
で
幅
広
い
適
応
を
持
つ

の

が
特
徴
で

す
が
、
入

れ
歯
を

自分の歯を大切に

支
え
る
バ
ネ
が
目
立
っ
た
り
異

物
感

が
大
き
い
な
ど
の
不
満
も

あ
る
よ
う
で

す
。
ど
ん
な
方
法

に
も
利
点
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

歯
科
医
に
よ
く
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
最
近
で
は
イ
ン

プ
ラ

ン
ト
と
い
う
技
術
も
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
あ
ご
の
骨

に
人
工
の
歯
の
土
台
を
埋
め
込

む

も
の
で

す
。
先
日

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
レ

ビ
で

も
放
映
し
て
い
た
の

で
、

ご
覧
に

な
っ
た
人

も
多
い

と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
担
当
の
医

師
に
十
分
説
明
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
ど
の
よ
う
な
方
法
を
選

ぶ
に
し
て

も
、
神
様
が
く
だ
さ

っ
た
大
切
な
歯
を
失

っ
た
後
、

人
工
の
も
の
で
補
う
の
で

す
か

ら
、
そ
の
後
の
管
理

が
歯
の

寿

命
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
の

は

い
う
圭
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
圭

だ
、
体
の
変
化
に
よ

っ
て
義
歯

の
適
合
状
態
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
具
合
が
惡
く
な
く
て
も
定

期
的
に
歯
科
医
院
で
の
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
て
い
く
こ

と
が
大
切

で
す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

す
。
町
会
・
自
治
会
単
位
で

ご
希

望
の
方
は
、
窓
口
へ

申
し
出
て

く

だ
さ
い
。

蠢
広
報
課

市立病院付属看護専門学校

門
松
カ
ー
ド
を
1
2月
５
日
㈲
か

ら

、
市
役
所
玄
関
受
付
、
市
民
課
、

各
支
所
で
配

り
ま
す
。

枚
数
は
一
世

帯
に
つ

き
一
枚
で

門
松
カ
ー
ド
を
1
2月
５
日
か
ら
配
り
ま
す

そ
の
十
五
　
四
十
代

歯
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
ら

種　　目 距　離 対　　　　 象 贄　用

一 般 男 子 １ 部 10細 市内在住、在勤、在学者

400円一般男子２部
５ゅ

市内在住､在勤で39歳以下(高校生は除く)

壮　年　 の　部 市内在住、在勤で40歳以上

中 学 男 子 の 部
4.1ゅ

市内在住、在学の中学２・３年生

無料中学１年男子の部 市内在住、在学の中学1 年生

中 学 女 子 の 部

3.佃
市内在庄、在学の中学生

一 般 女 子 の 部 市内在住、在勤、在学者
400円

市　 外　の　部 1卸 市外からの参加者

今
年
行
わ
れ
た
七
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会



新対象区域の説明会を開催します

下
水
道
は
、
ト
イ
レ
の
汚

水
や

家
庭
の
台
所
や
ふ
ろ
場
な
ど
の
排

水
を
下
水
管
に
流
し
、
終
末

処
理

場
で
き
れ
い
に
し
て

川
や
海
に
放

流
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
と
河
川

な
ど
の
水
質
の

浄
化
に
非
常
に

役
立
つ

大
切
な
都

市
施
設
で

す
。

現
在

、
松
戸
市
の
下

水
道
普
及

率
は
五
二
・
六
％
で
、
市
で
は
積

極
的
に
下
水
道
整
備
に
取

り
組
ん

で
い
ま
す
。

下

水
道
の
建
設
に
は
、
多
額
の

資
金
が
必
要
で

、
そ
の
費
用
は
補

助
金
・

借
入
金
・
市
費
や
受
益
者

負
担
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
制
度
は
、
下
水

道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
土

地
の

利
用
価
値
が
高
ま
る
た
め
、

直
接
そ
の
利
益
を
受
け
る
土
地
所

有
者
ま
た
は
権
利
者
（
借
地
権
な

ど
の

権
利
を
有
し
て
い
る
人
）
に

そ
の

建
設
費
用
の
一
部
を
負
担
し

て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

受
益
者
負
担
金
の
額
は
、
土
地

の
面

積
一
平
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り

七
百
円
で

、
三
年
間
（
年
四
回
）

に
分
け
て

納
付
し
て

い
た
だ
き
ま

す
。こ

の
受
益
者
負
担
金
は
、
下
水

道
建
設
の
貴
重
な
財
源
に
な
っ
て

い
ま

す
の
で

、
こ
れ
か
ら
も
市
民

の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平

成
７

年
４
月
か
ら
新
た
に
負

担
金
の
対
象
と
な
る
下
表
の
各
地

域
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
対
象
区
域
内
の
土
地
所
有
者
に

は
、
説
明
会
ま
で
に
案
内
文
と

申
込
書
を
郵
送
し
ま
す
。

蠢
計
画
業
務
課
業
務
係

説 明 会 の 日 程

再

生

自

転

車

を

販

売

し

ま

す

受

付
1
2
月
1
6
日

窗
午

前

９

時
～

午
後
３

時
、
1
7
日

出
午

前
９

時
～

Ｈ
時
　
抽
選
１
９
一
月
1
7
日
出
午
前
1
1

時
か

ら
　

会
場

生

き

が
い

福

祉
セ

ン

タ
ー

（
金

ヶ
作

二
七

七
－

四

）

販
売

台

数
五

十

台
　

価
格

七

千
円

～

一
万

一
千

円
　

交

通
五

香
駅

東

口
か

ら

新

京
成

バ

ス

「
小

新
山

」

行
き

ま

た
は

「
柏

陵

高
校

」
行

き

で

、
新

栄
町

入

口
下

車

（
五

香
駅

午
前

９

時
3
1
分

・
4
5
分

、
1
0
時
2
1

分

発

が

あ
り

ま

す

）

※
駐

車

場

が
あ

り

ま
せ

ん

の
で

。

車
で

の

ご
来

場

は

ご

遠
慮

を

。

蠢

囲
松

戸
市

シ
ル

バ

ー
人

材

セ
ン

タ
１
｛
1
8
4－
3
1
9
1

番

筑

波

大

学
附

属

盲

学
校

幼

稚

部

・

小

学

部

の

幼

児

・

児

童

募

集出
願
期
間
1
2月
９
日
廁
～
1
6日

窗
　
入
学
選
考
平
成
７
年
１

月
2
6

日
團
　

対
象
視
覚
に
障
害
が
あ
る

幼
児
・
児
童

愬
（

波
大
学
附
属
盲
学
校
（
〒
1
1
2

文
京
区
目
白
台
三
－

二
七
－

六
）

｛
1
0
3
－
3
9
4
3
j
5
4
2
1

内

稗
1
1
1
1

一
番

募

金

活

動

に

は

許

可

が
必

要

で

す市
内
で
寄
付
募
集
（
募
金
活
動
）

を
行
う
場
合
は
、
条
例
に
よ
り
市

の
許
可
が
必
要
で
す
。

祭
事
、
記
念
行
事
な
ど
の
資
金

ね
ん
出
の
た
め
の
募
金
や
街
頭
募

金
な
ど
、
多
数
の
人
に
金
銭
や
物

品
な
ど
の
提
供
を
促
す
行
為
は
、

す

べ
て
寄
付
募
集
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
申
請
・
許
可
の
手
続
き

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

強
制
や
割
り
当
て
に
よ
る
寄
付

募
集
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

黯
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

平

成

７

年

度

成

田

赤

十

字

看

護

専

門

学

校

・

看

護

学

生

募

集
出
願
期
日
平
成
７

年
１
月
2
0日

窗
ま
で
　

試
験
日
２

月
１
日
困
・

２
日
團
　

募
集
人
員
三
十
人
（
男

子
も
応
募
可
）
　
応
募
資
格
高
等

学
校
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）
ま

た
は
文
部
大
臣
が
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
た
者

茴
成
田
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
．

0
4
7
6
－
2
2－
2
3
1
1

内
線

3
8
1
番
　

平

成

７

年

度

県

政

モ

ニ

タ

ー

を

募

集

し

ま

す

広
く

県

民

か
ら

県

の

施

策
な

ど

に
つ

い

て

意

見

・
提

言

な

ど
を

お

聞

き
し

、

県

政
に

反

映

さ
せ

て

よ

り
よ

い

県

政
の

運
営

を

図

る
こ

と

を

目
的

に

、

県
政

モ

ニ

タ

ー
を

募

集
し

ま

す

。

任

期
平

成
７

年
４

月

～
８

年

３

月
の

一

年
間
　

募
集

人

員
二

百

人

資

格
平

成

７

年
４

月
以

降

も
引

き

続

き

県
内

に

住
む

予

定
の

、
満

二

十

歳
以

上

の
人

（
公

務

員

、
公

職

の
人

、
過

去

三

年

以

内
に

県
政

モ

ニ

タ

ー
を

経
験

し

た

人

を

除
く

）

主

な

仕
事

①

県
政

全

般
に

わ
た

る

建

設
的

な

意

見
・
提

言

の
提

出
（
随

時
）

②
県

が
示

す

テ

ー

マ
に

つ

い

て

、

ア

ン

ケ

ー
ト

の

回

答

、
意

見

の
提

出

（
年
四

回

）

③

県

民
セ

ン

タ

ー
が

開

く

会
議

に

参

加
し

て

、

地
域

の

課

題

な
ど

に
つ

い

て

の

意

見
交

換

（
年
五

回

）
　

謝

礼
年

一

万

五

千

円

以
内

圉

平

成

７

年
１

月
3
1
日

㈹

〔
消

印

有
効
〕
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
氏
名

（
ふ

り

が

な

）
・
住

所
・
電
話

番

号
・

生

年
月

日

・

性
別

・

職

業

・
‘県

内

居
住

年

数
・
県

政
へ

の

関

心
事
（
百

字
程
度
）
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松

戸
市
小
根
本
七
東
葛
飾
地
域
県
民

セ
ン

タ
１
（
｛
1
6
5
－
3
0
0
8

番
｝

へあ
な

た

の

職

場

で

も

、

外

国

の

技

能

実

習

生

を
Ｉ

技

能

実

習

制

度

説

明

会

1
2月
1
3日

㈹
午
後
１

時
3
0分
～

５

時
　
会
場
松
戸
地
域
職

業
訓
練

セ
ン

タ
ー
「
テ
ク
ノ
2
1」
　

内
容

日

本
の
技
能
・
技
術
を
習
得
し
、

発
展
途
上
の
母
国
で

役
立
た
せ
た

い
と
い
う
若
い
外
国
人
（
技
能
実

習
生
）の
受
け
入
れ
制
度
の
説
明
・

相
談
　
費
用
無
料

濕

電
話
で
、
膕
国
際
研
修
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｔ
ｃ
ｏ

・

ジ

″
コ

）
千

葉
駐
在
事
務
所
｛
1
0
4
3

－
2
2
4
1
0
2

9
1

番
へ

し

い

た

け

栽

培

資

材

を

あ

っ

せ

ん

し

ま

す

品
目
・
値
段
原
木
（
長
さ
九
〇

㌢
）
一
本
三
百
十
円
、
種
駒
二
十

個
（
原
木
一
本
分
）
百
二
十
円
、

打
込
用
丸
ノ
ミ

ー
丁
千
九
百
円
、

ノ
ミ
替
刃
一
個
六
百
円
、
電
動
ド

リ
ル
用
替
刃
一
個
七
百
円
、
電
動

期　日 時間 会　場 受益者負担金賦課対象区域

12/12(月)

午

後

６時

か

ら

殿平賀小学校

(体育館)

大谷口( 中郷･ 達摩･ 番場･外番場の 各一 部)、

大金平( １丁目の一部) 、東平賀( 大門前･ 源

内･ 仲田の各一部) 、平賀( 大門通･長谷 ・谷

川･ 天神下の各一 部･中台)

13㈲
小 金 小 学 校

(体育館)

小金( 天王脇･ 東の各一部)､小金きよしヶ丘

１丁目･ 同２ 丁目･ 同３丁目 ・小金清志 町１

丁目･小金上総町の各一部、二ツ木(花輪・

後田･ 東･ 新屋敷・二葉町 の各一部･ 下 宿)、

東平賀( 向台の一 部)、幸谷(後田 の一 部)

14伽
幸谷 小 学 校
(体育館)

ニツ 木(中通･ 上ノ台･ 渡崎･押出の 各一 部)、

三ヶ月( 島谷の 一部)､ 幸谷( 溜ノ脇の一部)

15困
第三 中 学 校

(体育館)

馬橋(北竜房･ 南竜房･弁 天の各一部) 、中根

(１丁目の一部・２丁目)、新作(１Ｔ目・

３丁目 の各一部) 、中 和倉(稲荷下 ・荒井堤

東･ 荒井堤西の 各一部)、八ヶ崎( 北道合･ 南

道合･ 宮前の各一 部)

1朏
古ヶ崎中学校

(体育館)
古ヶ崎(１丁目･４丁目の各一部)

1朗 ）
上本郷第二小

学校(体育館)

上本郷(北台･ 花台 一宮下･ 前田･1 丁目･ ２丁

目の 各一 部)、 北松戸２ 丁目 の一部

2腴
六実第二小学

校（体育館）
六実２丁目の一部

ド
リ
ル
使
用
料
（
原
木
一
本
当
た

り
）
五
十
円
　

あ
つ
せ
ん
数
量
原

杰

二
千
本
（
一
人
十
本
ま
で
受
け

付
け

、
申
し
込
み
多
数
の
と
き
は

抽
選
）

圉
1
2
月
2
0
日
㈹
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
希
望
品
目
・
数
量
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
－

五
松

戸
市
役
所
農
政
課
内
松
戸
市
森
林

組
合
へ

※
抽
選
結
果
は
平
成
７
年
１

月
下

旬
に
通
知
し
ま
す
。

遺

児

手

当

に

該

当

す

る
人

は

申

請

を

市
内
在
住
で

、
父
母
の
一
方
、

ま
た
は
両
親
と
死
別
し
た
児
童

吊

学
校
卒
業
ま
で

）
を
扶
養
し
て
い

る
人
に
支
給
し
ま

す
。

※
受
給
中
の
人
は
手
続
き
不
要

申
請
に
必
要
な
も
の
認
め
印
・

世
帯
全
員
の
住
民
票
（
本
籍
記
載
・

一
ヵ
月
以
内
発
行
）・
申
請
者
お
よ

び
遺
児
の
戸
籍
謄
本
（
一
ヵ
月
以

内
発
行
）
　・
申
請
者
名
義
の
預
金

通
帳
（
郵
便
局
を
除
く
）
の
口
座

番
号
と
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る

コ
ピ
ー
　
手
当

月
額
児
童
一
人
に

つ
き
、
片
親
と
死
別
＝
五
千
五
百

円
、
両
親
と
死
別
＝

一
万
五
百
円

受
付
期
間
随
時
（
申
請
の
翌
月
か

ら
支
給
）
　
　支
給
月
８
・
1
2・
４

月
（
年
三
回
）

黷
援
護
課
援
護
係

危

険

物

安

全

週

間

推

進

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

標

語

募

集

危
険
物
災
害
の
防
止
と
、
危
険

物
の
貯
蔵
・
取
り
扱
い
の

安
全
を

呼
び
掛
け
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

賞
最
優
秀
作
一
点
（
消
防
庁
長

官
賞
と
副
賞
二
十
万
円
）
ほ
か

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

入
選
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催

者
に
帰
属
し
ま
す
。

匣
1
2月
2
7日

㈹
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
標
語
一
点
と
、
住

所
・
郵
便
番
号
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
・

職
業
を
記
入
し
て

、
〒
1
0
5
港
区
虎

ノ
門
ニ
ー
九
丿
一
六
日
本
消
防
会

館
五
階
助
全
国
危
険
物
安
全
協
会

内
危
険
物
安
全
週
間
推
進
協
議
会

（｛
1
0
3
1
3
5
9
7－

８
３
９
ＱＪ

番

｝
へ

１９
一
月
1
0
日

出

～
１

月

７

日

出

ま

で

「
指

さ
し

防

火
で

火

災

Ｏ

（

ゼ

ロ
）
」
を

合

言
葉

に

、

年
末

年

始

火

災
特

別

警

戒
を

実

施
し

ま

す

。

こ
の

季

節
は

空

気

が
乾

燥

し

、

火

災

が

起
こ
り
や
す
い
時

期
で

大

火

の
元

に

は

十

分

注
意

し

て

く

だ

さ
い
。
家
の
周
り
に
は
燃
え
や
す

い

物

を

置
か

な

い

な
ど

、

放

火
に

も
注

意
し

て

く

だ

さ
い

。

蠢

消

防

局

警
防

課

四
6
3－
1
1
1

1

内

線
2
5
5番

1
1
1
1

一
月

か

ら
１

月

は

、
空

気

が

特

に

汚

れ

や

す
い

時

期
で

す

。

た

っ

た

一
日

一
台
の

車

を

減
ら

す
だ

け
で

、
ず

い

ぶ
ん

空

気

が

き

れ
い

に

な

り
ま

す

。

不
要

不

急
の

自

動

車
の

使

用

は

控
え

、

環

境
に

や

さ
し

い

運

転

を

心
掛

け
て

く
だ

さ
い

。
特

に

、

毎

週

水

曜

は

自
動

車

の

使
用

自

粛
に

ご
協

力

を

お
願

い

し

ま
す

。

蠢
公

害

課

都
市
計
画
案
の
縦
覧

1
2月
６
日
㈹
～
2
0日
㈹
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
　

会
場
県
都
市

部
計
画
課
、
市
都
市
計
画
課
　

内

容
松
戸
都
市
計
画
用
途
地
域
、
高

度
地
区
、
防
火
・
準
防
火
地
域
の

変
更
案
と
地
区
計
画
の

決
定
案

区
域
紙
敷
、
串

崎
新
田
の
各
一
部

の
区
域

圜
都
市
計
画
課
計
画
係

松

戸

都

市

計

画

下

水

道

の

変

更

案

の

縦

覧

松
戸
市
第
一
号
公
共
下
水
道
の

区
域
の
追
加
と

、
幹
線
の
変
更
案

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

1
2月
８
日
團
～
2
2日
困
、
午
前

８

時
3
0分
～

午
後
５

時
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
　
　会
場
計
画
業
務

課圜

計
画
業
務
課
計
画
係

教
育
委
員
会
会

議
を
開
催
し

ま
す1

2月
８
日
困
午
後
４
時
か
ら

会
場
教
育
委
員
会
五
階
会
議
室

薦
教
育
委
貿
会
総
務
課
四
6
6
1
7

4
6
0
番

年

末

・
年

始

、

ご

み

収

集
・
し

尿

の

く

み

取

り

は

休

み

ま

す

年
内

の

ご
み

収
集

と

、
し

尿

の

く
み
取
り
は
1
2
月
3
0
日
窗
ま
で
で

す

。新

年
は
１

月
４

日

團

か
ら

開
始

し

ま
す

。

休

み

の

間

は

、
集

積

所
に

ご
み

を

出

さ
な
い

で

く
だ

さ
い

。

年
内

に

く
み

取

り

が

必
要

な

場

合
は

、

早

め
に

ご
連

絡

く
だ

さ

い

。

粗
大

ご
み

の

収
集

申
し

込

み

は

、

年

末
に

多

く

な
り

ま

す
の

で

、

早

め

に

申

し

込

ん
で

く

だ

さ
い

。

※
1
2
月
2
3
日
窗
は
、
祝
日
で
す
が
、

ご
み

収

集

と

し

尿
の

く

み

取

り

は

行
い

ま

す

。

蠢

清
掃

業

務

課

業
務

第

一
係

（

ご

み

）
、
業

務

第
二

係
（
し

尿

）
　
。

工

業

統

計

調

査

に

ご

協

力

を

通

商

産
業

省
で

は

、
毎

年
1
2
月

3
1日

現

在
で

全

国

一
斉

に
工

業
統

計
調

査

と
石

油

等

消

費

構
造

統

計

調
査

を

行

っ
て

い

ま

す

。

こ
の

調
査

は

、

わ

が
国

の

製
造

業
活

動
の

状

況

を
明

ら

か

に

す

る

こ

と

を

目
的

と
し

て

お
り

、

製

造
・

加
工

業

を
営

む

事

業

所
を

対

象
に

実
施

し
て

い

ま

す

。

1
2
月
中
旬
か
ら
、
知
事
が
任
命

し

た

調

査

員
が

各

事

業
所

に

お

伺

い

し

ま

す
の

で

、

ご
協
力

を

お
願

い

致

し

ま
す

。

な

お

、
調

査

票
は

こ

の

調

査
目

的
以

外
に

は

一
切

使

用

し

ま
せ

ん

の
で

、
正

し
い

記

入

を

お

願
い

し

ま

す

。

冐

総

務

部

庶
務

課

統

計
係

年

末

年

始

の

市

の
中

小

企

業

者

向

け
融

資

業

務

一
資
金
五
百
万
円
以
内
の
も
の

・
＝
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

年
内
に
貸
し
付
け
を
希
望
す
る
方

で
新
規
お
よ
び
有
担
保
の
申
し
込

み
は
1
2月
６
日
㈹
ま
で
、
そ
れ
以

外
の
方
は
1
2月
９
日

窗
ま
で

に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

一
資
金
五
百
万
円
を
超
え
る
も

の
・
＝
来
年
１
月
融
資
分
の
締
め
切

り
は
1
2月
2
2日
團
に

な
り
ま
す
。

蠢
商
工

課
振
興
係

福

祉

職

場

合

同

就

職

説

明

会

1
2月
1
7日
出
午
後
ｏ

時
3
0分
～

３
時
3
0分
　

会
場
千

葉
商
工
会
議

所
十
四

階
第

丁

第
ニ

ホ
ー
ル

対
象
社
会
福
祉
施
設
へ
就
職
を
希

望
す
る
人
　
内
容
各
施
設
の
職
員

に
よ
る
個
別
面
談

頸
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材

セ
ン
タ
１
・
1
0
4
3

－
2
4
7
－
2
8
4
4

番
し

尿
処

理
手

数
料
（

人
頭

制
）

第

三
期

納

期
限
は

、
１２

月
2
8

日

南
で

す
。

嚮
清

掃

業
務

課
業
務

第

二
係

水
曜
日
は
乗
ら
な
い
Ｄ
Ａ
Ｙ
！

年
末
年
始
火
災
特
別
警
戒
を

実
施
し
ま
す

下水道事業受益者負担金



冬

休

み

こ

ど

も

映

画

大

会

１

月
６

日

齏

午

前
1
0
時
～

正

午

と

午

後
２

時

～
４

時
の

二

回
　

会

場

市

民
劇

場
　

内

容

デ
ィ

ズ
ニ

ー

映

画
「
ア

ラ

ジ
ン

」
「
ピ

ー

タ

ー
パ

ン

」
　

対

象

小

・

中

学
生

と

保
護

者
　

定

員

各
回

先

着
三

亘

二
十
二

人
　

費
用

無

料

圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電

話

番

号

・
午

前

午

後
の

別

・

希

望

人

数
を
記
入

し
て

、
〒
2
7
1松

戸
市

根

本

三
八

七
－

五

松
戸

市

役

所
こ

ど

も

課

育
成

係
へ

野

鳥

観

察

会

・

八

柱

霊

園

1
2月
1
1日
㈲
午
前
８
時
Ｊ
Ｒ

武

蔵
野
線
新
八
柱
駅
前
集
合
、
ま
た

は
８

時
3
0
分
八

柱
霊

園
入
口

集

合
、
幵一
時
3
0
分
現

地

解
散
予

定

内
容
八
柱
霊
園
内
の

冬
鳥
の
観
察

持
ち
物
筆
記
具
、
観
察
用
具
、
昼

食
、
防
寒
具
な
ど

固
則
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基

金
容
4
5－
9
8
4
6

番

※タイ ト ルが 色刷 りの もの は、

市の 主 催で す。

み

ん

な

が

や

さ

し

く

生

き

る

た

め

に

共

に

理

解

を

（

学

習

交

流

会

）

1
2月
８

日
用

午
前
1
0
時

～
正

午

会

極

小
金

原

体

育

館
　

内

容

ゆ
う

か

り

学

園
・
つ

く
し

養

護

学

校
の

先

生
や

お
毋

さ

ん
た

ち

と

語
り

合

う
　

費
用

三

百

円

扠
託

児
（
要

予

約

一
二

百

円

）
あ
り

。

固

小

金
原

保

育

の

会
幼

児

教

室

容

4
5
1
0
0
1
（
／乙
番

障

害

児

と

と

も

に

楽

し

む

ク

リ

ス

マ

ス

1
2月
2
3日
歸
午
後
１
時
～
３

時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー
第
ニ
ホ

ー
ル
　

費
用
五
百
円
（
ケ
ー
キ
、

飲
み

物
代
を
含
む
）

※
プ
レ

ゼ
ン
ト
交
換
を
し
ま
す
の

で

、
一
人
二
百
円

程
度
の
プ
レ

セ
ン
ト
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

。

隰
電
話
で

、
障
害
者
問
題
研
究
会

松
戸
サ

ー
ク
ル

・
金
田

昔
4
5－
9

3
8
0

番
へ

の

ぞ

み

学

園

作

品

展

示

即

売

会
1
2月
1
5日
困
・
1
6日
脂
午
前
９

時
～
午
後
４
時
3
0分

（
1
6日
は
午

後
４

時
ま
で
）
　

会
場
総
合
福
祉

会
館
一

階
ロ
ビ
ー
　
内
容
陶
芸
・

木
彫
り
・
縫
製
約
七
百
点

問
の
ぞ
み

学
園
登
6
8
1
1
6
3
2

番お
は

な
し
キ

ャ
ラ
バ

ン

日　時 会　裼 形　態

12/8 困
午後３時

～４時

小金原市民

センター

おはなし会９捌
20世紀が丘市

民ｾﾝﾀｰ

14團
樋3卜3 蒻分

a卜 蝸珊
図書館本館

対象 …３歳～９歳くら い　 費用 …無 料

でんわおはなし キャラバン　 酋77－0000 丕

圜市立 図書館昔65－5115 番

春
休
み
国

際
交
流
事
業

事業名 場 所 期　日 内 容 対　象 費　用

ちびっこ探

検学校ヨロ

ン 島
与論島

3/27(月)
～４／２(日)

〔７日間〕

イカダ作り

・島内探検
ほか

小学校
３年以上

99,000円

春休み海外

派遣事業

アメリ力・オ

ースト ラリア

・ニュージ ー

ランド ・イ ギ
リス

各　3/20 回)

～ ４／ ５(㈹

〔１７日 間〕

学校体験・
家庭滞在ほ

か

中・高校

生

函5,〔ｍ 円

？

∠閇, 直)円

問

纈

国

際

青

少

年
研

修

協
会
｛
一一
0
3

1
3
3
5
9
1
8
4
2
1

番

催

し

物

野

鳥

ス

ラ

イ

ド

映

写

会

1
9
1
月

幵
］日

㈲

午

後

１

時
～

４

時

3
0分
　

会

場
常

盤

平

市
民

セ

ン

タ

ー
　

費

用

無
料

固

聯

ま
つ

ど
街

と

水

辺
の

緑
化

基

金

登
4
5－
9
8
4
6

番

と

き

わ

平

少

年

少

女

合

唱

団

ク

リ

ス

マ

ス
コ

ン

サ

ー
ト

1
2月
2
1
日

圉
午

後
４

時
開
演

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費

用
三
百
円

圜
加
藤
容
8
4－
6
0
7
9

番

松

戸

ブ

ラ

ス

オ

ル

ケ

ス

タ

ー

定

期

演

奏

会

1
2月

１１
］
日

収

午

後

３

時

開

演

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1
大

ホ

ー
ル

内

容

交

響

詩
「
ロ

ー
マ
の

松
」
、「
ジ

ン

グ
ル

ベ
ル

」

な

ど
　

費
用

三

百

円圜

本
山

登
8
4－
9
4
8
2

番

松

戸

東

・

西

・

中

央

・

北

・

白

井

子

ど

も

劇

場

１９
一
月
1
6
日

脂

午
後

６

時
3
0
分

開

演
　

会
場

市

民

会
館
　

費

用
三

千

五

百
円
　

内

容

演
劇

「
ザ

ー
ニ

ュ

ー
ス

ベ

ー
パ

ー
」
（
ド

ゥ

ー
企

画

）

固

松
戸

東

子

ど

も
劇

場

・

荒
井

登

8
4
1
0［
ｈ
リ
０

４ｑ

番

こ

ど

も

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

i
n
ま
つ
ど

1
2月
1
7日
出
　

会
場
市
民
劇
場

内

容
〔
第
一
部
・
午
前
９

時
3
0分

か
ら
〕
松
戸
圉
保
育
園
創
立
十
五

周
年
記
念
式
典
、乳
幼
児
の
劇
〔
第

二
部
・
午
後
１

時
か
ら
〕
お
は
な

し
キ

ャ
ラ
バ
ン
公
演
、「
和
太
鼓
き

ら
ら
」
演
奏
、
リ
フ
ォ

ー
ム
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
ち
び
っ
こ
相

撲
な
ど
　

費
用
無
料

茴
松
戸
南
保
育
園
登
6
8－
0
3
6

6
番

「
障

害

者

の

日

」
記

念

バ

ザ

ー

障
害
者
の
日
を
記
念
し
て

、
福

祉
施
設
合
同
で
バ
ザ
ー
を
行
い
ま

す
。
市
内
福
祉
施
設
の
作
品
展
示

即
売
、
バ
ザ
ー
の
ほ
か
、
施
設
の

紹
介
や

、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ケ

ア
体
系
な
ど
に
つ
い
て

も
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

1
2月
７
日
圉
～
９

日
廊
、
午
前

９

時
～
午
後
４
時
　

会
場
市

役
所

一
階
本
館
新
館
連
絡
通
路
　
参
加

団
体
市
立
の
ぞ
み
学
園
、
も
え
ぎ

作
業
所

、わ
か

ば
園
、
第
二
わ
か
ば

圉
、
福
祉
作
業
所
ひ
ま
わ
り
、
松
里

福
祉
作
業
所
、い
ぶ
き
の
広
場
、
喜

楽
家
、
ア
ー
ト
ーボ
ッ
ク
ス

作
業
所

固
し
あ
わ
せ
課
給
付
係

障

害

者

児

と

共

に

フ

レ

ン

ド

リ

ー

・

シ

ア

タ

ー

1
2月
2
2日
團
・
2
4日
出
、
午
後

２

時
開
演
　

会
場
野
田
市
文
化
会

館
　
内
容
（

Ｉ
ト
＆
（

Ｉ
ト
コ
ン

サ
ー
ト
「
夢
ま
つ
り
、
日
本
の
し

ら
べ
」（
鼓
舞
子
座
、
民
族
音
楽
研

究
会
「
さ
く
ら
の

会
」
）
　
費
用

無

料
（
整
理
券
が
必
要
で
す
）

匣
電
話
で
、
障
害
者
児
と
共
に
ミ

ュ

ー
ジ
カ
ル

を

観
る

実
行

委
員

会
・
日

佐

戸

登
0
4
7
1

－
2
2

－

１
４
１
只
）番
へ

ご

は

ん

大

好

き

、

健

康

家

族

県

民

の

集

い

「

Ｒ
－

ｃ

Ｅ

＆

Ｌ

－

Ｆ

Ｅ

フ

ォ

ー

ラ

ム

ち

ば

9
5」１

月
3
0
日

㈲

午

後
１

時
か

ら

会

場

千
葉

市

民

会

館
　

内

容

講

演

ｈ

エ

ジ

プ

ト

考
古

学

者

・

吉

村
作

治

氏

、
パ

ネ
ル

デ

ィ
ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

、
参

加
者

に
「
千

葉
菜

の

花

米
」

を

プ
レ

ゼ
ン

ト
　

定

員
千

人

（
応

昜

多

数
の

場

合

は

抽
選

）

圉
1
2
月
2
7
日

内

屑

印

有

効

〕

ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年

齢

・
電

話

番

号

を

書
い
て

、

〒

2
6
0
－

叫
千

葉

中

央

郵
便

局

私

書

箱

四

〇

号
県

庁

農

政

課

（
｛
一一
0
4
3
－
2
2
3

－
2
8
1
4

番

｝
へ

女

性

の

た

め

の

相

談

室
－

の

び
や
か
に
生
き
る
た
め
に
―

毎
週

水
曜
日

午
前
1
0時
～

午
後

５

時
　

会
場
勤
労
会
館
　
内
容
生

き
方
や

家
族
・
職
場
の
人
間
関
係

な
ど
の

悩
み
の

相
談
（
秘
密
厳
守
）

費
用
無
料
（
託
児
あ
り
）

隰
電
話
で
松
戸
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
会
・
生
木
容
4
3－
8
2
3
1

番

へ
　
　
　
　
　
　
　
　

事業名 期日 会場 内容 対象 費用

ホワイト ス
クール（ス

キースクー
ル）

2/24 働
～26臼

苗場
スキ

ー場（苗
場プリ

ン
スホテル
泊）

スキー体験
と国際交流

18歳以上

の青年
40人

30,000円

(リフト
券・バス

代等)

お正月もち
つきとスポ

ーツ交流

１／ ８(日)

午前10時

から

流山青年

の家

外国青年と
の交流（も

ち
つき・軽

スポーツな
ど）

高校生以
上の青年

40人

1,000円

固
県
立
流
山
青
年
の
家
登
0
4
7

1
1
5
9
1
2
0
0
4番

借

地

借

家

の

無

料

相

談

1
2月
1
6日
廊
午
後
１
時
～
４

時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
な
ど
が
あ
れ
ば
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

固
松
戸
借
地
借
家
人

組
合
・
久
保

田
昔
4
1－
8
2
7
9

番

12／10圉～１／３(火)の間

年末年始の交通事故防止

運動を実施します。

[固安全課

市民

会館
見
に
行
こ
う

聴
い
て
み
よ
う

文化ホール

ギャラリー
市民博物館

閲市民会 館

顋58－1237 ～9 番
閲 市民 劇場酋68－0070 番

閲文化 ホール

酋67 －781晤
閲 市立博物館昔同一8181 番

酲 社会教育課市民文化係

a66 －7462 番

閲戸定歴史館

a62 －2050番

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

1
1日

1
0田

1
2／
９
刪

期
　
日

３
０

に
しＡ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
　
冬
期
上
映
会

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
－
ィ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ズ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
剛
「
響
」
☆

松
戸
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
の
タ
ベ

内
　
容

句
一
3
0

傾
一
3
0

1
8一
3
0

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。

2
3冊

1
8回

1
4伽

1
3図

1
1剛

1
0田

1
2／
８
困

期
　
日

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
発
表
会

ピ
ア
ノ
お
さ
ら
い
会

合
唱
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
研
究
部
定
期
演
奏
会

ま
ど
か
歌
謡
愛
好
会
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

内
　
容

1
5一
0
0

1
4一
0
0

1
3一
0
0

1
7ー
3
0

1
3一
3
0

1
8一
ｍ
Ｊ

1
8一
0
0

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
…
午
前
匐
時
～
午
後
６
時

1
3図
～
1
8日

1
2／
７
團
～
1
1日

期
　
間

百
和
会
水
墨
画
展

三
十
周
年
記
念
丹
青
会
水
墨
画
展

漂
の
会
洋
画
展
／
9
4

つ
く
し
養
護
学
校
美
術
同
好
会
作
品
展

内
　
容

※
月
曜
日
（
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
）・
第
四
金
曜
日
は
休
館

入
館
時
間
…
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

観
覧
料
…
一
般
三
百
円
・
高
大
学
生
百
五
十
円
・
小
中
学
生
百
円

1
2／
1
8日
ま
で

1
2／
2
7
㈲
ま
で
毎
日
午

後
１

時
・
３

時

か

ら

三

十

分

間

（
土

・
日

・
祝
日
は
午
前
1
1

時
か
ら
も
上
映
）

期
　
間

「
掘
り
起
こ
さ
れ
た
房
総
の
歴
史
」
―
千
葉
県
文
化

財
セ
ン

タ
ー
創
立
二
十
周
年

記
念
出
土

遺
物
展

―

会
場
・：
博
物
館
企
画
展
示
室
（

観
覧
無
料
）

ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
「
世
界

や
き
も
の

紀
行
／
タ
イ

の
旅
」
（
観
覧
無
料
）

※
１
／
５

困
か
ら
は
「
黄
金
の
エ

ジ
プ
ト
王
朝
／
フ

ア
ラ

オ
の
夢
」
（
十

五
分
）
を
上
映

内

容

西 東
期
間

全
日
本

写
真
連
盟

東

葛
支

部

「
写
真

展
」

ザ
・
切
り
絵
　
松
戸

「
作
品
展
」

1
2／
1
6廁
ま
で

緑
樹

会

「
十

号
絵
画

展
」

1
7田
Ｓ
2
3吩

千
葉
県
美
術
展

入
選
作
品
展

2
4山
Ｓ
Ｉ
／
６
廁

入
館
時
間
…
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分
（
月
曜
日
は
休
館
）

入
館
料
…
大
人
六
十
円
・
高
大
学
生
四
十
円
・
小
中
学
生
二
十
円

1
2／
６
図
か
ら

期
　

問

徳
川
一
門
の
人
々

―
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
中
心
に
―

内

容

戸定

歴史館

松戸駅市民

ギャラリー
市民劇場

情　報

チャンネル

ザ
・
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・

セ
ミ

ナ
ー

車です　義理は欠い
ても飲みません

＝
文
化
施
設
だ
よ
り
＝



講
座
・
講
演

森
の
ホ
ー
ル
2
1
情
報
セ
ン
タ

ー

ビ

デ

オ

講

座

1
2
月
1
7
日

出

午

後

１

時
3
0
分

～
４

時
3
0
分
　

会
場

森

の

ホ

ー
ル

2
1情

報
セ

ン

守
－
　

内

容

ビ

デ
オ

簡

易

編

集

装

置

の

取

り

扱

い

方

定

員
四

十
人

（

応

募
多

数

の
と

き

は

抽

選

）
　

費

用

無
料

圃
1
9
1月
1
0
日

出

［

必

着
］

ま
で

に

、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話

番

号

・
お

持

ち
の

ビ

デ
オ

カ

メ
ラ

の

種

類

（
８

ミ
リ

ま

た

は
Ｖ

Ｈ

Ｓ

の

ど

ち
ら

な

の

か

）

を
記

入

し
て

、

〒
2
7
0松
戸

市

千

駄

聖
（

四

六
－

四

森

の

ホ

ー
ル
2
1
情

報
セ

ン

タ

ー

係
へ

茴

森
の

ホ

ー
ル
2
1
（
文

化

会

館
）

登
8
4－
5
0
5
0

番

図

書

館

市

民

講

座

・

伝

統

と

創
意

・

江

戸

左

官

の

世

界

「

榎

本

新

吉
－

藁

（

わ

ら

）

と

泥

と

の

対

話

か

ら

」

日

本
建
築
の
一
翼
を
支
え
て

き

た
左
官
職
。
伝
統
技
術
に
加
え
、

新
技
法
に
も
挑
戦
を
続
け
る
ベ
テ

ラ
ン
江
戸
左
官
職
人
榎
本
新
吉
氏

が
語
る
、ユ
ニ
ー
ク
な
左
官
よ
も
や

ま
話
。
新
技
法
の
サ
ン
プ
ル

展
示

や

、
実
技
公

開
も
行
い
ま
す
。

1
2月
2
1
日

出

午
後
１

時
3
0
分

～
４
時
3
0分
　
会
場
市
民
会
館
三

〇

一
号
室

定
員
六
十
人
　

費
用

無
料
　
講
師
江
戸
左
官
職
人
・
榎

本
新
古
氏

圃
1
2
月
1
0
日
出
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
図

書
館
利
用
カ

ー
ド
番
号
を
記
入
し

オースト ラリア

て

（
一

枚
に
つ

き

二
人

ま
で

記

入
で
き
ま
言

、
〒
2
7
1
松
戸
市
松
戸

二
〇

六
〇

市

立
図

書
館

（
登
6
5

－
5
1
1
5

番
）
へ

ク

リ

ス

マ

ス

・

お

正

月

花

ア

レ

ン

ジ
メ

ン

ト

無

料

講

座

①
1
2月
1
5日
用

・
2
2日
用
午
前

1
0時
～
正

午
と
正

午
～

午
後
２

時

②
1
2月
1
9日
㈲
・
2
6日
㈲

午
前
1
0

時
～
正

午
　

会
場
①
市
民
会
館
②

六
実
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
花
代

実
費

固
奥
様
い
け
花
会
・
橋
本
登
6
8－

5
3
4
1

番

冬

の

陶

芸

一
日

教

室

1
2月
９
日
廊
午
前
９
時
3
0分
・

午
後
Ｏ

時
1
5分
・
３

時
か
ら
の

都

合
の
良
い
時
間
　

会
場

陶
松
　

定

員

各
回

十
二
人
　

費
用
五
百

円

（
陶
土
・
焼
き
代
別
）

圀
縄
文
土
器
を
作
る
会
・
小
堀
昔

6
8－

７
７
ｎ
／】（ｈ
り番

猪
野
　
富
子
オ

海
上
自
衛
官
の
夫
の
五
十
半
ば

で

の
定
年

を
記
念
し
て
、

「
姉
妹

都
市
ボ
ッ
ク
ス
・
ヒ
ル
市
を
結
ぶ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
親
善
の
翼
」
に

二
人
で
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

ボ
ッ
ク
ス
・
ヒ
ル
市
で
は
、
心

の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
を
受
け
、

感
激
し
ま
し

た
。

雄
大
な
自
然
に
接
し
、
小
鳥
や

羊
、
カ
ン
ガ
ル
ー
と
遊
び
、
あ
こ

が

れ
の
コ
ア
ラ

を
抱
き
ま
し

た
。

シ
ド
ニ
ー
湾
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

や
、

フ
ィ
リ

ッ
プ
島
で

ペ
ン

ギ
ン

パ
レ

ー
ド
を
待

つ
間
、
夕
空

に
輝

き

を
増
す
南
十
字

星
を
夫
と
数
え

合

っ

た
時
に

は
、

南
半
球
に

い
る

実
感
が
湧
き
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

気
分

に
浸
り
ま
し

た
。

フ
ラ

ワ
ー
ア
レ

ン

ジ
メ
ン
ト

特
別

講
座

日　時 会　場 内 容

1
2
/
1
1

午前佃時～

午後１時

六実市民セ

ンター

いろいろなクリス

マスの花

1
8 明市民セン

ター

クリスマスと正月

の花

費 用･･･2,000円

固フロ ーラ ル･アート 花の友の会･阿 部S49 －0008 番

雪

に

親

し

む

会

（
ス

キ

ー

）

２
月
９
日
附
午
後
1
0時
伊
勢
丹

松
戸
店
前
集
合
、
1
2日
㈲
午
後
９

時
帰
着
　

行
き
先
山
形
県
蔵
王
ス

キ

ー
場
　

対

象
先

着
三

十
八
入

費
用
四
万

一
千
円
（
往
復
バ
ス
代
、

二
韵
五
食
代
、
保
険
料
合
む
）

固
松
戸
市
ス
キ

ー
連
盟
・
高
橋
容

6
2－
1
8
0
0

番

ス
キ

ー

市

民

大

会

１

月
2
9日
㈲
　

会
場
新
潟
県
苗

場
ス

ノ

ー
パ
ル

マ

ベ
ル

カ
ン

ト

種
目
大
回
転
競
技
　

費
用
個
人
二

千
円
、
団
体
戦
一
チ

ー
ム
五
千
円

晤
１
月
1
0日
㈹
ま
で
に

、
電
話
で

松
戸
市
ス

キ
ー
連
盟
・

高
橋
容
6
2

－

Ｉ
Ｑ
）０
０
番
へ

市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

（

混

合

ダ

ブ

ル

ス

）

大

会

１

月
1
6
日

州

午

前
９

時

～

午
後

７

時
　

会

場

運

動

公

園

体

育

館

内

容

一

部
～

四

部
　

対

象

市
内

在

住

・

在

勤
・

在

学
の

人
　

費
用

協

会

登

録

者
千

二

百

円

、
未

登

録

者

千

五
百

円

里

１９
一
月
2
6
日

㈲

ま
で

に

、
所

定
の

振
込

用

紙

ま
た

は

現

金

書
留
で

〒

2
7
0
松

戸

市
小

金

原

九

上

〒

匸

一

磯
野

照

麿
へ

閲
松

戸

市

バ

ド
ミ

ン
ト

ン

協
会

・

長
谷

川

公
4
1
1
7
9
2
5

番

市

民

冬

休

み

短

期

ス

ケ

ー
ト

教

室

（

フ
ィ

ギ

ュ

ア

）

1
2月
2
6日
㈲
～
2
9困
、
午
前
８

時
受
付

開
始
、
実
技
指
導
８
時
3
0

分
～
９

時
3
0分
（
そ
の
後
一
時
間

自
由
滑
走
）
　
会
揚
新
松
戸
ス
タ

ー
ラ
ン

ド
　
対
象
市
内
在
住
・
在

勤
の
小
学
生
以
上
の
人

定
員

百

五
十
人

費
用

五
千
円
（
貸
し
靴
・

保
険
料
含
む
）

※
費
用
は
前
日
ま
で
に
納
入
。
北

小
金
駅
午
前
８
時
発
の
無
料
送

迎
バ
ス
あ
り
。

圃
電
話
ま
た
は
瑚
（
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）
で

、

松

戸
市
ス

ケ

ー
ト

連
盟

事
務
局

（
新
松
戸
ス
タ

ー
ラ
ン
ド
内
）
登

4
1－

９
？
１
９
乙
１
番
丶
團
4
6－
7
1

2
3
番
へ

水

泳

教

室

１
月
1
0日
～
２
月
1
4日
の
毎
週

火
・
金
曜
日
（
全
十
回
）
、
午
後
３

時
～
５
時
　

会
場
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
屋
内
プ
ー
ル
　

定
員
四
十
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
　
費
用

無
料

毘
1
2
月
2
1
日
困
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）・

年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
・
教
室
名

を
記
入
し
て

〒
2
7
1
松
戸
市
上
本
郷

四
四
三
四
松
戸
運
動
公
園
内
ス

ポ

ー
ツ

課
（
啻
6
3－
9
2
4
1

番
）
へ

保
健
・
衛
生

難

病

相

談

1
2月
1
2日
側
午
後
１
時
～
４
時

会
場
東
葛
飾
合
同
庁
舎
　
内

容
全

身
性
エ
リ
テ
マ
ト

ー
デ
ス
に
つ
い

て

、
専
門
医
師
の

講
演
と
療
養
上

の

悩
み
の
話
し
合
い

匣
1
2月
９
日
脂
ま
で
に
、
電
話
で

松
戸
保
健
所
予
防
課

一`
6
1
1
2
1

2
1
番
へ

ス

ポ
ー
ツ
教
室

種　目 日　時 会　場 問い合わせ

グラウンドゴルフ

12/18(日)
午前９時

～正午

新松戸西

小学校

体育指導委員

木下昔45－3429番

ソフト バレーポール
新松戸北
小学校

体育指導委員
小林き45－3685番

費用 …無 料　匣 当日 現地にて

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

１
月
７
日
～
３
月
2
5日
の
毎
週

土
曜
日
、
午
前
８
時
～
９

時
4
5分

会
場
中
央
公
園
庭
球
場
　
対

象
市

内
在
住
・
在
勤
の
初
心
者
・
七
十

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
　
費

用
九
千
円
（
保
険
料
含
む
）

兩
1
2
月
1
5
日
團
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
〒
2
7
0
松
戸
北
郵
便
局

私
書
箱
一
二
号
松
戸
市
テ
ニ
ス

協

会
へ

固
平
木
音
4
8－
6
7
8
4

番

三

歳

児

健

康

診

査

1
2月
６
日
・
1
3日
・
2
0日
の
毎

週
火
曜
日
　
対

象
平
成
３

年
８
月

生
ま
れ
の
幼
児
　
会
場
松
戸
保
健

所冷
該
当
者
で
健
康
診
査
票
が
届
か

な
い
場
合
は
、
ハ
ガ
キ
に
左
記

要
領
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸

市
小
根
本
七
松
戸
保
健
所
三

歳

児
健
診
係
へ

茴
松
戸
保
健
所
保
健
指
朦
朦
登
6
1

1
2
1
2
1

番

醴パークセンタ ー酋45－8900 番問森のホ ールf184 一5050 番

※
月
曜
日
は
休
館
　
入
館
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時

物し催
展
示

期
　
間

圃
当
日
会
場
で
　
定
員
…
先
着
二
十
五
人
　
費
用
…
無
料

1
2 ／
1
1日

午
後
１
時
3
0分
～
２
時
3
0分

1
2 ／
1
0出

午
後
１
時
3
0分
～
２
時
3
0分

2
1團
～
2
5目

1
2／
７
團
～
1
1旧

昆
虫
の
冬
越
し
お
は
な
し
会

講
師
…
み
ど
り
の
相
談
員
・
松
葉
光
豊
氏

野
草
の
冬
越
し
観
察
会
（
雨
天
中
止
）

講
師
…
自
然
観
察
指
導
員
・
川
端
祥
子
氏

企
画
展
「
公
園
の
植
物
写
真
展
」

「
和
紙
ち
ぎ
り
絵
展
」
長
谷
川
弘
子

内
　
容

ル
ーホ小 大ホール

2
5日

2
3吩

1
8臼

1
7圉

1
6閨

1
1日

1
2／
８
困

1
1目

1
2／
1
0山

期
　
日

松
戸
芸
術
舞
踊
協
会

ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
☆

題
横
井
亜
紀
バ
レ
エ
ス〔
ツ
ー
ル

き
8
4‐
０
１
９
５
番

新
ヴ
ィ
ヴ
ア
ル
デ
ィ
合
奏
団

シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
４
☆

蠢
松
戸
痼
文
化
振
興
財
団
’‘

8
4白

０
５
０
番

ピ
ア
ノ
発
表
会

扈
林
原
洋
子
Ｓ
4
8‐
０
７
２
４
番

ピ
ア
ノ
発
表
会

問
松
岡
悠
子
さ
4
5‐
１
３
０
４
番

室
内
楽

醴
奥
澤
た
づ
子
昔
4
2１７
０
４
８
番

中
央
学
院
大
学
軽
音
楽
部
定
期
演
奏
会

問
竹
内
博
Ｓ
8
7‐
５
８
８
４
番

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

題
荒
川
け
い
子
公
4
2１３
５
９
０
番

松
戸
演
劇
観
賞
会
観

劇
会
「

ク
リ
ス
マ

ス
キ
ャ
ロ
ル
」

問
松
戸
演
劇

観
賞
会

昔
6
9‐
５

３
５
９
番

☆

松
戸
ブ
ラ
ス
ォ
ル
ヶ
ス
タ
ー
定
期
演
奏
会

題
本
山
文
朋
き
8
4‐
９
４
８
２
番
☆

金
沢
明
子
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

問
松
里
福
祉
会
昔
8
4Ｌ０
１
６
５
番
☆

催
し
物
（

☆
印
は
有
料
）

佃
一
0
0

1
7一
0
0

佃
一
ｍ
Ｊ

伺
一
0
0

匐
一
ｍ
ｗ

1
4一
0
0

1
6一
ｍ
Ｊ

1
3：
3
0

1
9一
0
0

1
5一
0
0

1
5一
3
0

1
8一
3
0

開
演
時
間

障害者の日

(12 月９日)

次

回

の

リ

サ

イ

ク

ル

広

場

は

、

１

月
2
0
日

号

に

掲

載

し

ま

す

。

品

物

を

譲

り

た

い

人

は

、

１９
一

月

９

日

廊

ま

で

に

、

電

話

で

申

し

込

ん

で

く

だ

さ

い

。

圃

消

費

生

活

セ

ン

タ

１

昔
6
6

－
7
3
2
9

番

※
い

１１一
月
2
0
日

号

掲

載

の

電

話

番

号
は

誤

り

で

し

た

。

健康保険証

を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………容66－0010番

平日・午後５時～翌朝午前９時
休日と土曜・午前９時～翌朝午前９時

◆夜間急病診療所…………………ｓ68－3756番

衛生会館内・毎日午後８時～11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……a65 －3430番

衛生会館内・午後８時～11時

森のホール2

1

21世紀の森と広

場

パークセンター

救急医療

体制

初
富
飛
地

あ
な
た
の
旅
の
思
い
出
を
、
写
真

に
百
五
十
字
程
度
の
文
章
を
添
え
て

広
報
課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ



(市立博物館蔵)

縄文時代のピアス

ま
つ
ど
歴
史
点
描

縄文時代の人々は、くし、ペンダント、腕飾りなど、さま

ざ まな装 身具 を身 に 付け てい まし た。耳 飾 り もその ひ とつ

で、 約6,000 年 前 には 既 に 使 用 さ れて い まし た。こ の耳 飾

りは、市内の貝の花貝塚から出土した縄文時代後・晩期（約

4,000 ～2,300 年 前）の 滑車 形耳 飾 り と呼 ば れる もの で す。

その付け方は、当時の土偶によって、耳たぶに穴を開けて

付け たこ とが 分 かっ てい ます｡ 現 代の ピア ス と同じ です が、

このように人きな物（直径6～７ｃｍ）を付けるには、何年

もか けて 次 第に 穴を 大 きくし てい っ たと考 え られて い ます。

（市 立博 物館 ）

最新の設備が導入された新営業所。オール電化のシステ ム

キッチンを備えた料理教室もあります。

東京電力松戸営業所が
小金原に移転
地域に親しまれるよう
料理教室なども併設

昨年の全国 高校駅伝で（前列左端、12番

のゼッ ケンガ高橋＜ん）

一
応

目

標
に

は
し
て

い

ま

し
た

が

、
本
当

に

全
国

大

会
に

出

ら
れ
て

、

そ
の

う
え

銀
賞

ま
で

も
ら

う
こ

と
が
で

き
、
と
て

も

う
れ

し

い
で

す

。

小
林
　

寛
美
さ
ん

嶋
津
　

直
子
さ
ん

第
一
中
学
校

合
唱
部
リ
ー
ダ
ー

東京電力松戸営業所が上本郷 がヽら小金

原（１丁目匐－２）に移転しました。新し

い営業所は、１階ご利用者が気軽に寄れ

るくつろぎコーナー、 ２階には地域のぶ

ねあいの場としてオール電化のシステム

キッチンを備えた料理教室やコミュニテ

ィホール（90 人収容）が設けられています。

蠢東京電力松戸営業所営業課地域サービ

スブルーフ登4Z －13ワ 番（利用は平日の

みで無料。電話での予約はできません）

こ
の
秋
、
愛
知
県
で

開
催
さ
れ

た

第
四
十
九
回
国
民
体
育
大
会
・

少
年
男
子
三
千
㍍
障
害
競
走
に
出

場
し

、
優
勝
。

走
破
タ
イ
ム
の
八
分
四
十
七
秒

は
高
校
生
で

は
歴
代
三
位
の
好
記

録
だ
が
、
本
人
は
「
本
当
は
五
千

μ

に
出
た
か
っ
た
ん
で

す
。
で
も

三
千
㍍
障
害
の
方
が
確
実
に
国
体

に
出
ら
れ
そ
う
だ
っ
た
か
ら
」
と

屈
託
が
な
い
。

陸
上
競
技
を
始
め
た
き
っ
か
け

も
好
奇
心
か
ら
た
っ
た
。

野
球
部
に
所
属
し
て

い
た
中

学

三

年
生
の

と
き

に
先

生
か
ら

東

葛
駅
伝
に
誘
わ
れ
、
「
一
回
は
や
っ

て
み
た
か
っ
た
」
と
参
加
。

「
十
三
番
目
に
タ
ス
キ

を
受
け

て
、
途
中
で
二
番
ま
で
い
っ
た
ん

で
す
よ
」

オ

ー
バ
ー
ペ
ー
ス
が
た
た
り
最

終
的
に
は
九
番
手
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
「
グ
ン
グ
ン
競
争
相
手
を

抜
い
て
い
く
・

走
る
快
感
に
目
覚

め
た

。

市

立
松
戸
高
校
に
進
学
し
て
か

ら
は

、
早
朝
や

放
課
後
に

二
十

諺

近
く
走
る
毎
日

だ
。

「
練
習
は
つ
ら
い
と
き
も
あ
る

し
、
実
際
に
大
会
で
走
っ
て
い
る

と
き
も
苦
し
い
こ

と
の
方
が
多
い
」

だ
が
、そ
れ
だ
け
に
走
り
終
え
た

と
き
の

充
実
感
は
何
物
に
も
代
え

難
い
と
い

う
。

昨
年
は
、
日
々
の
練
習
が
実
り
、

仲
間
や
指
導
者
に
も
恵
ま
れ
、
全

国
高
校
駅
伝
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
た

。都
大
路
を
走
る
と
い
う

夢
が
か
な
い

、
高
校
生
活
三

年
間

の
最
大
の
思
い
出
と
な
っ
た
が
、

「
せ
っ
か
く
家
族
も
応
援
に

来
て

く
れ
た
の
に
、
納
得
が
い
く
走
り

が
で

き
な
く
て

…
」
と
、
満
足
は

し
て
い
な
い
。

昨
年
の
分
ま
で
と
、
今
年
も
全

国
大
会
を
目
指
し
た
が
、
連
続
出

場
は
な
ら
な
か
っ
た
。

「
と
て
も
残
念
で
す
。
で

も
、

走
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
こ

れ

か
ら
も
ず
っ
と
走
り
続
け
て
い

き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

障
害
競
走
よ
り
も
ど
ち
ら
か
と

い

え

ば

長
距

離
走
の

方

が
好
き

だ
と
い
う
高
橋
く
ん
。
大
学
へ
の

進
学
が
決
ま
り
、
将
来
で
き
れ
ば

箱
根
駅
伝
に
も
出
て
み
た
い

と
控

え
目
に
語
っ
て
く
れ
た
が
、
そ
の

心
の
中
に

は
箱
根
路
を
走
る
自
分

の

姿
が
強
く
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い

る
の
か
も
し

れ
な
い

。

(
市
立
松
戸
高
校
在
学
）

全国大会で熱唱する皆さん

市立第一中学校の合唱部が、

10月30日に静岡県浜松市で行わ

れた全日本合唱コンクール全国

大会中学校部門( 同声の部) で、

銀賞に輝きました。

全国大会への出場は初めてに

もかかわらず優秀な成績に、顧

問の小倉孝勇先生は「限ら れた

練習時間の中で、生徒たちがよ

く 頑張ってく れました」

大会では36 人 の女子生徒が

「南島歌遊び」を熱唱。美しい

コーラスに会場がら は盛大な拍

手が寄せられました。

街

の

話題

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

第
一
中
学
校
が
銀
賞
に

身近な街の話題をお寄せく ださい。

固広報課

箱
根
路
を
走
っ
て
み
た
い

第49回国民体育大会・少年男子A3,000m 障害競

走で優勝した

ひと

高橋尚孝さん
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